
























ま ず 語 源 と 語 義 を 確 認 し て お き た い。「 経 済 」 は：economy< L. 
oeconomia< Gr.oikonomia;oikos=house+nomos=managing or 

















英 米 仏 独 日 露
市民革命 1642-9/88 1776 1789 1848 1868 1917



















Petty →Smith →Ricardo ……→Marx（社会経済学）













































 Ｇ－Ｗ  労働対象：棉花　……Ｐ……→綿糸
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Ⅱ 1,500c+   750v+   750m＝3,000W
転態式


















第３年度期末　Ⅰ 4,840c+1,210v+1,210m=7,260W  　部門拡
大率110%
Ⅱ 1,760c+  880v +  880m=3,520W  　部門拡
大率110%
第４年度期末　Ⅰ 5,324c+1,331v+1,331m=7,986W  　



















































c+v m W 特殊p’ 一般的 生産価格 乖離
Ⅰ 電力 90+10 10 110 10 130 +20
Ⅱ 鉄鋼 80+20 20 120 20 130 +10
Ⅲ 電器 70+30 30 130 30 Σm/Σ（c+v） 130 ±0
Ⅳ 繊維 60+40 40 140 40 150/500=30% 130 -10
Ⅴ 食品 50+50 50 150 50 130 -20
　Σm/Σ（c+v）=  一般的利潤率；生産部門ごとに資本量の差があるか
ら，現実には一般的利潤率は特殊利潤率の資本量に応じた加重平均値とし
て得られる。
「等量の資本に等量の利潤」；より高い利潤をめぐる諸資本の競争と部門
間移動の結果，個別資本にとって自部門の剰余価値ではなく平均利潤が配
分される。競争に媒介された結果成立する生産価格は，費用価格＋平均利
潤＝k×(1＋p）である。
社会総体では総剰余価値＝総利潤と総価値＝総生産価格の総計一致
Cf.商品の交換比率論として捉える転型問題；Böhm=Bawerk,Bortkiewicz
b. 市場価値
商品価値の規定；「社会的に必要な労働時間」＝「社会的価値」（加重平
均値）
同種商品の生産条件の相違による個別価値の相違→「一物一価」；社会的
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価値の同種商品全体について具体化した「支配的大量をなす」個別価値を
「市場価値」という。それは，「その部面の平均的諸条件のもとで生産され，
その部面の生産物の大量をなしている諸商品の個別価値」（S.187）である。
商品供給総量が社会的総需要量と一致している場合の供給側の組み合わ
せの相違
優位な企業はその個別価値と市場価値との差額を特別利潤として取得す
る。
特別利潤を取得するための生産条件の改良・技術革新innovation;競争戦
→新生産条件の普及・平準化→新価値水準＝市場価値水準の低下
＜現実過程＞需給変動に基づく市場価格変動；販売価格と費用価格との
差額のうちに利潤極大化を求める諸資本の競争→部門間資本移動による需
給変化，結果として成立する市場生産価格＝比較的長期間全体の事後的に
収斂する基準となる。
c.利潤率の傾向的低落の法則（以下，この「しおり」では，紙数限定のため省
略）
Ⅱ.商品取扱資本と貨幣取扱資本（商人資本）
Ⅲ.利子と企業者利得とへの利潤の分裂。利子生み資本
Ⅳ.超過利潤の地代への転化
Ⅴ.収入とその源泉;本源的所得の三位一体定式
本質と現象（仮象）；生産関係の物象化versachlichung
理論経済学―マルクス経済学入門
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